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がたり」は、兵庫県立大学長の熊谷信昭先生（先の
阪大総長）に毎回カラーコピーを差し上げていま
す。県知事などを含めたある集まりでこの連載の
話をしたところ、知事が学長は大阪のことには何
でも興味があるから是非お見せしたらということ
になりました。初回から全部お渡ししています。
なかなか気に入られたらしく、ご自分でもいろい
ろ調べようと思っているといわれておりました。
つづきを楽しみにしています。」（天野明弘）
こんな交信のなかで、お酒が飲めなかったので
大学に残ったことも吐露され、今までに何回とな
く酒席にご出席願ったが、さぞかし苦痛であった
ろうと思うと、申し訳ないことをしたと思う。ま
た、他のメールでは、奥様と美術展をみてきたと
いう文面にも接し、研究者として、家庭の主とし
ての思いやりも発揮されておられることに、その
バランス感覚を感じたこともあった。まさにジェ
ントルマンである。これも英国仕込かなと思った
ことも、今では懐かしい思い出となってしまいま
した。
熱田親憙（あつた　ちかよし　関西学院大学総合
政策研究科修了、天野ゼミ1期生）
